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尚絅学院中・高“09年度からの取り組み”
男女共学１年を振り返って
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子羊からの一通の手紙
健康栄養学科教員／佐藤玲子

はばたき
1992年 尚絅学院高等学校卒業
イタリア在住／フリーライター・観光通訳／本郷智子さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○ 『たらちね』／法人事務局　事務職員　佐々木真也

教職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先

尚絅学院後援会事務局
〒981-1295
宮城県名取市ゆりが丘4-10-1

TEL.022-381-3342
FAX.022-381-3467
E-mail:koenkai@shokei.ac.jp

この1冊で、尚絅学院の
「いま」がよくわかります。

学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。
生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました! ※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5 回発送されます。（会費は年額2,000 円もしくは、
複数年でも受け付けております） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

③継続購読ご希望の方は、2,000 円以上ご入金いただく
か、専用振込用紙を同封致しますので、それをご利用く
ださい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入ください。

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。

●2009年度からの中学校・高等学校の新たなチャレンジ
●男女共学の初年度は、緊張と期待、そして成長

　2009年度を迎え、多くの新入
生や新任教職員の方々が尚絅で
の新生活をスタートされていま
す。･･･尚絅生活はいかがでしょ
うか。
　キャンパスでは工事の重機の
音、野球のボールを打つ音など様
々な音が聞こえてきます。今尚絅
学院は移行期にあると言われて
おり、教学面、施設面問わず新し
い一歩を踏み出しています。その
歩みの「音」が尚絅には響いてい
ます。
　「変化する尚絅」の音をお届け
し、尚絅に関わる全ての人々の繋
がりをサポートする尚絅誌であ
りたいと思っています。

（Ｙ・Ａ）

栗
原
曽
女
子
様
（
94
歳
）

　（
法
人
事
務
職
員
萩
原
康
弘
様
御
祖
母
）

　
１
月
20
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

平
山
銀
蔵
様
（
89
歳
）

　（
大
学
人
間
心
理
学
科
教
員

　
太
田
健
児
様
御
義
父
）

　
１
月
25
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

阿
留
多
伎
千
鶴
子
様
（
82
歳
）

　（
大
学
生
活
環
境
学
科
教
員 

　
阿
留
多
伎
眞
人
様
御
母
堂
）

　
２
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

宇
津
志
則
子
様
（
53
歳
）

　（
昭
和
49
年
高
校
卒
・

　
昭
和
51
年
短
大
保
育
科
卒
・
旧
姓
関
）

　
２
月
19
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

増
野
美
世
志
様
（
85
歳
）

　（
大
学
健
康
栄
養
学
科
教
員

　
鈴
木
道
子
様
ご
尊
父
）

　
４
月
７
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

宍
戸
輝
子
様
（
73
歳
）

　（
昭
和
27
年
中
学
卒
　
昭
和
30
年
高
校
卒

　
昭
和
32
年
短
大
保
育
科
卒
）

　
４
月
11
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

表紙写真／短期大学保育科卒業演奏会

後
援
会
総
会
ご
案
内

’
09
年
度
総
会
は
、左
記
に
従
っ
て
開
催
致
し
ま

す
。多
く
の
会
員
の
方
々
の
ご
出
席
を
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

日
時
’

09
年
6
月
6
日(

土)

午
前
10
時
半
よ
り

場
所
　
名
取
・
大
学
本
館
３
階
大
会
議
室

議
題
’

08
年
度
収
支
決
算
報
告

　
　
’

09
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
　
そ
の
他

後
援
会
事
務
室
移
転
に
つ
い
て

’
09
年
４
月
１
日
よ
り
事
務
室
を

名
取
の
大
学
本
館
３
階
に
移
転
致
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
住
所
等
は
、
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

記事を読んでの感想、思い出のお写真、情報等。
お待ちしています！募集中！

FAX E-Mailお手紙 おハガキ

電話受付時間 木曜日を除く
平日9：00〜15：30

にお送りください。

”
学
び
に
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。何
歳
に
な
っ
て
も

学
び
か
ら
得
ら
れ
る
喜
び
は
大
き
い
も
の
で
す
。“

　
毎
年
人
気
の
講
座
に
加
え
、元
気
が
沸
い
て
く
る

講
座
等
も
あ
り
ま
す
。多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

講
座
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

当
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
尚
絅
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
電
話:

0
2
2-

3
8
1-

3
3
1
5

■M
ail:exte

n
sio

n
@

sh
o
ke

i.ac.jp

尚
絅
学
院
大
学

「
生
涯
学
習
講
座
」ご
案
内

’
09
年
度
の
生
涯
学
習
事
業

前
期
受
講
生
受
付
中

■
日
時:

7
月
7
日（
火
）　

　
18
時
30
分
開
演

■
会
場:

青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

■
入
場
料:

5
0
0
円

■
曲
目:
宗
教
曲
集
　
詩
篇
23
篇
特
集

　
日
本
の
歌
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

■
問
合
せ
先

　
合
唱
部
顧
問
　
鈴
木
優
子

■
電
話:

0
2
2-
2
6
4-

5
8
8
1
（
代
）

中
学
・
高
等
学
校
合
唱
団

第
51
回
記
念 

定
期
演
奏
会

■
日
時:

7
月
11
日（
土
）　

　
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分

■
会
場:

瑞
鳳
寺

■
入
場
料:

7
0
0
円

■
問
合
せ
先

　
茶
道
部
顧
問
　
横
山
邦
子

■
電
話:

0
2
2-

2
6
4-

5
8
8
1
（
代
）

中
学
・
高
等
学
校
茶
道
部

第
59
回
茶
道
部
定
例
茶
会

■
日
時:

7
月
4
日（
土
）　

　
15
時
30
分
開
場
　
16
時
開
演

■
会
場:

尚
絅
学
院
中
高
礼
拝
堂（
広
瀬
校
舎
）

■
入
場
料:

3
0
0
円

■
曲
目:

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
組
曲
、

　
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
，他

■
問
合
せ
先

　
管
弦
学
部
顧
問
　
小
川
祐
弥

■
電
話:

0
2
2-

2
6
4-

5
8
8
1
（
代
）

※
卒
業
生
の
方
々
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

中
学
・
高
等
学
校
管
弦
楽
部

第
28
回
定
期
演
奏
会

学院ホームページのご案内
学校法人尚絅学院
http://ap.shokei.jp/

尚絅学院大学
尚絅学院大学大学院
尚絅学院大学女子短期大学部
http://www.shokei.jp/

尚絅学院中学校
尚絅学院高等学校
http://sh.shokei.jp/
尚絅学院大学女子短期大学部附属幼稚園
http://kd.shokei.jp/

　
４
月
15
日(
水
）現
在
、7
0
7
件
、総
額
4
0
、5
0
9
、

1
7
6
円
の
ご
寄
附
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
夏
に
始
め
ま
し
た
募
金
事
業
　
①
大
学
図
書
館
建

設
　
②
中
高
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
　
③
エ
ラ
・
オ
ー
・

パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
復
元
の
内
、大
学
図
書
館
建
設
は
基
礎

工
事
が
完
了
し
、建
物
の
全
容
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。そ

の
他
の
事
業
も
内
容
の
細
部
検
討
を
経
て
今
年
度
中
に
着

工
す
る
計
画
で
す
。し
か
し
な
が
ら
予
定
し
た
２
億
円
の
募

金
目
標
額
に
は
未
だ
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。経
済
情
勢
が
厳

し
い
折
、大
変
心
苦
し
く
存
じ
ま
す
が
、尚
絅
学
院
が
時
代

の
教
育
を
担
う
た
め
に
必
要
な
事
業
で
す
。１
口（
５
千
円
）

だ
け
で
も
結
構
で
す
。多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

尚
絅
学
院
建
設
整
備
事
業
へ
の
ご
協
力
を

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
　
法
人
事
務
局
募
金
事
務
室

電
話
…
0
2
2-

3
8
1-

3
3
3
4

F
A
X
…
0
2
2-

3
8
1-

3
3
3
5

法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
募
金
報
告
を
掲
出
し
て
お
り
ま
す
。報
告
内

に
募
金
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://a

p
.s

h
o

ke
i.jp

/b
o

k
in

/ 

→

尚
絅
学
院
で
検
索

建
設
整
備
事
業
募
金
を
ク
リ
ッ
ク

リニューアルしました



P
ast

　
校
庭
の
桜
も
開
き
始
め
た
４
月
８
日

（
水
）、男
子
８
名
を
含
む
32
名
の
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
中
高
一
貫
教
育
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、目
指
す
の
は「
国
際
標
準
の
学
力
」で
す
。

ゆ
と
り
教
育
、つ
め
こ
み
教
育
な
ど
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
教
育
の
価
値
観
に
翻
弄
さ
れ

る
こ
と
な
く
、豊
富
な
授
業
時
数
を
有
効
に

SHOKEI   vol.465   02

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
で
、

自
ら
学
ぶ
力
を
育
成
。

 03   SHOKEI   vol.465

尚
絅
学
院
中
・
高
”09
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
”

【
中
学
校
の
新
し
い
取
り
組
み
】

使
っ
た「
基
礎
基
本
の
授
業
」と「
考
え
型
の

授
業
」に
よ
っ
て「
学
び
の
力
」を
中
高
６
年

間
で
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、キ
リ
ス
ト
教
を
土
台
と
す
る
教
育

は
、神
と
人
に
仕
え
、「
共
に
生
き
る
」社
会
を

創
造
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
６
年
後
に
は
、

市
民
社
会
に
貢
献
の
で
き
る
高
い
学
力
を

持
ち
合
わ
せ
た
、“
未
来
を
創
る
リ
ー
ダ
ー

“
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が「
学

ぶ
楽
し
さ
や
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
喜
び
を
知

る
」と
い
う
目
的
の「
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン

プ
」で
す
。
５
月
７
日（
木
）〜
９
日（
土
）、栃

木
県
茂
木
町
の
自
然
豊
か
な
施
設「
ツ
イ
ン

リ
ン
ク
も
て
ぎ
」を
使
い
、「
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で
問
題
を

発
見
し
解
決
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

経
験
し
ま
す
。
こ
の
種
が
実
を
結
び
、花
開

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　     

（
中
高
教
員
　
田
嶋
誠
）

「
学
び
の
力
」「
探
究
心
」

【
高
校
総
合
進
学
コ
ー
ス
が
「
文
系
」
と
「
文
理
」
に
】

「
未
来
を
拓
け
」

　
総
合
進
学
コ
ー
ス
は「
他
者
と
と
も
に
生

き
る
精
神
」を
育
む
建
学
の
理
念
が
日
々
の

学
習
に
浸
透
し
ま
す
。

　「
文
系
」に
は
女
子
1
4
2
名
が
入
学
し
ま

し
た
。
高
校
２
年
か
ら「
人
文
」、「
国
際
」、「
保

育
」の
３
つ
の
系
に
分
か
れ
ま
す
。
高
校
１

年
生
は
共
通
の
科
目
を
学
び
、大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、中
学
校
の
学
習
か
ら
高
等
学
校
の
学
習

へ
丁
寧
に
移
行
さ
せ
ま
す
。
尚
絅
学
院
大

学
総
合
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
・
表
現

文
化
学
科
・
人
間
心
理
学
科
・
生
活
環
境
学

科
・
子
ど
も
学
科
に
入
試
指
定
校
推
薦
枠
を

持
ち
ま
す
。

　「
文
理
」は
男
子
11
名
、女
子
27
名
が

入
学
し
ま
し
た
。
３
年
後
の
受
験
を

見
据
え
、１
年
生
か
ら
無
理
な
く
、し

か
し
着
実
に
受
験
準
備
を
積
み
重

ね
て
い
く
コ
ー
ス
で
す
。
国
公

立
大
学
や
尚
絅
学
院
大
学
健
康

栄
養
学
科
を
含
む
私
大
の
、

文
・
理
ど
ち
ら
に
も
対
応
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、責

「
文
系
」と
「
文
理
」に

分
か
れ
る
こ
と
で
、

将
来
に
直
結
し
た

よ
り
繊
細
な
指
導
が
可
能
に
。

任
を
も
っ
た
受
験
・
進
路
指
導
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
全
国
大
会
出
場
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、合

唱
部
な
ど
13
の
運
動
部
と
14
の
文
化
部
が

あ
る
部
活
動
や
生
徒
会
行
事
で
活
気
の
あ

る
学
校
生
活
で
す
。
ま
た
、米
国
、韓
国
、豪

州
、タ
イ
、ド
イ
ツ
な
ど
全
国
有
数
の
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
ち
、豊
か
な
国
際
感

覚
を
育
て
ま
す
。

　  

（
総
合
進
学
コ
ー
ス
主
任
　
佐
藤
智
子
）

　
共
学
一
期
生
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

１
年
Ａ
組
。
初
め
て
出
会
う
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

に
緊
張
し
、そ
し
て
一
生
懸
命
友
達
作
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
女
子
生
徒
の
多
さ
に
男

子
生
徒
が
弱
腰
に
な
ら
な
い
か
、と
不
安
に

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
で
は

転
入
生
２
名
を
加
え
、32
名
は
１
つ
の
輪
と

し
て
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

時
々
ケ
ン
カ
も
し
ま
す
が
、共
に
雪
合
戦
を

行
っ
た
り
、小
ホ
ー
ル
で
楽
器
の
演
奏
を
し

た
り
、と
男
女
の
垣
根
な
く
一
緒
に
遊
び
、そ

し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
学
び
の
学
習
で
も
、各
々
が
役
割
を
持

ち
、一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。文
化
祭
テ
ー

マ
学
習「
タ
イ
・
サ
ハ
ミ
ッ
ト
学
園
」、校
外
学

習「
水
の
性
質
と
四
谷
用
水
・
八
幡
町
地
域
学

習
」で
は
、全
員
が
自
分
の
役
割
に
責
任
を

持
ち
、ま
た
何
よ
り
も「
楽
し
い
！
」と
興
味

を
持
ち
、協
力
し
て
学
び
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
行
事
や
出
来
事
を
乗
り
越
え
る

た
び
に
仲
が
深
ま
り
、お
互
い
を
信
頼
し
て

団
結
し
て
い
く
こ
の
ク
ラ
ス
に
め
ぐ
り
合

え
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
、今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。

       
 

（
08
年
度
１
Ａ
担
任
　
井
上
真
理
子
）

　
尚
絅
の
教
育
目
標「
他
者
と
共
に
生
き

る
」を
男
女
共
学
の
も
と
で
実
践
し
た
い
、

と
い
う
気
持
ち
を
私
は
教
員
に
な
っ
て
数

年
目
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、奇

し
く
も
そ
の
初
年
度
に
担
任
を
す
る
と
い

う
幸
運
に
恵
ま
れ
、こ
ま
ご
ま
と
し
た
新
入

生
を
迎
え
る
準
備
も
心
躍
る
気
分
で
し
た
。

あ
ろ
う
こ
と
か
担
任
の
私
が
入
学
式
の
前

日
に
高
熱
を
出
し
学
校
を
休
む
始
末
で
し

た
が
、み
な
さ
ん
の
助
け
も
あ
っ
て
翌
日
の

入
学
式
は
普
段
の
華
や
か
さ
に
加
え
テ
レ

ビ
局
な
ど
の
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
に
囲
ま
れ

た
、い
つ
に
な
い
期
待
感
高
ま
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
ク
ラ
ス
運
営
目
標
の
ひ
と
つ
に

「
人
も
う
ら
や
む

初
共
学
ク
ラ
ス

に
す
る
」を
掲

げ
ま
し
た
。

そ
し
て
１
年
を

振
り
返
り
そ
れ
が
達
成
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
進
コ
ー
ス
で
す
か
ら

学
習
を
第
一
に
生
活
し
ま
す
が
、５
月
の
学

習
合
宿
で
は
な
か
っ
た
互
い
に
教
え
あ
っ
て

問
題
を
解
く
姿
や
共
同
で
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
す
る
姿
が
、現
在
で
は
日
常
的
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
行
事
に
お
い
て

は
な
お
の
こ
と
で
す
。
女
子
が
力
の
あ
る

男
子
に
頼
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
危
惧

を
抱
か
れ
て
い
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、一
緒
に
生
活
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
互

い
の
特
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
１
年
７
組

は
い
つ
の
頃
か
ら
か
自
然
に
、男
だ
か
ら
女

だ
か
ら
と
い
う
役
割
分
担
で
は
な
く
１
人

ひ
と
り
の
特
性
を
生
か
し
た
分
担
を
す
る

よ
う
に
な
り
、文
化
祭
、運
動
会
、合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
と
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
自
治
的
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
中
で
互
い
の
存
在
と
能
力
を

re
sp

e
c
t

す
る
雰
囲
気
は
大
き
な
誇
り
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
特
進
の
メ
ン
バ
ー
も
私
た
ち
の

期
待
以
上
の
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
尚
絅
ら
し
さ
と
し
て
継
承
さ
れ
発

展
し
て
い
く
よ
う
私
た
ち
教
員
も
ま
す
ま

す
頑
張
ら
な
く
て
は
、と
気
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

     

（
08
年
度
特
進
１
年
担
任
　
熊
谷
千
鶴
）

春
尚絅誌リニューアル第 1 号
の表紙にもなった写真。男
女共学のスタートを象徴す
る写真です。

W
ill

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

乗
り
越
え
て
、

団
結
す
る
姿
に
感
動
。

男
女
関
係
な
く
、

お
互
い
協
力
す
る
姿
は
、

励
み
に
な
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
度
か
ら
の

中
学
校
・
高
等
学
校
の

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

男
女
共
学
の
初
年
度
は
、

緊
張
と
期
待
、そ
し
て
成
長

1年間みんなで仲良く
頑張ってきました！

思い出写真館
夏

特進学習合宿

中学陸上記録会

秋

冬 尚絅誌 464 号の表紙に
もなった中学生のみなさ
ん。

2
0
0
9
年
度
ス
タ
ー
ト
の
中
学
校
の
取
り
組
み
、

高
校
総
合
進
学
コ
ー
ス
の
新
コ
ー
ス
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。男

女
共
学
１
年
を
振
り
返
っ
て

中学 1A 校外学習

球技大会

卒業を祝う会

中
学
校
と
高
校
に
男
子
生
徒
が
入
学
。

そ
の
感
想
を
先
生
方
に
伺
い
ま
し
た
。



卒 

業 

生 

コ 

ラ 

ム 

は
ば
た
き

SHOKEI   vol.465   04 05   SHOKEI   vol.465

Vol.6

子
羊
か
ら
の

一
通
の
手
紙

006

第
6
回

ある日の本郷智子さんを追う！
TIME SCHEDULE

7:30 起床　家事

9:00

13:00

家事・育児

昼食
育児や仕事の下調べなど

19:30 仕事終了・帰宅

23:00 就寝

18:00 ホテルへ出勤

仕事
従業員への日本語レッスン

や観光通訳など

8:00 家族と食事

11:30 外出・買い物など　

20:00 家族と夕食

わ
れ
て
も
、何
の
事
だ
か
さ
っ
ぱ
り
な
の
で

あ
る
。メ
ン
バ
ー
が
３
人
に
な
っ
た
こ
と
も

知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。そ
ん
な
訳
だ
か
ら
、私

の
返
事
は
さ
ら
に
訳
が
分
か
ら
な
い
。

　
な
の
に
、け
っ
こ
う
い
い
感
じ
で
話
が
弾

ん
で
い
く
の
だ
。

　
ま
る
で
清
女
と
八
五
郎
の
よ
う
で
あ
る
。

お
互
い
に
言
っ
て
い
る
こ
と
は
？
？
？
だ

が
、言
い
た
い
こ
と
は
何
と
な
く
伝
わ
る
も

の
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て

関
係
が
築
か
れ
て
い
く
の
だ
。ま
さ
に
『
た

ら
ち
ね
』。

　
１
歳
に
な
っ
た
息
子
を
加
え
た
２
大
怪
獣

は
、「
し
ん
や
し
ゃ
ー
ん
」「
あ
ー
だ
ー
」と
雄

叫
び
を
上
げ
つ
つ
、遊
具
を
蹴
散
ら
し
、時
に

蹴
散
ら
さ
れ
、例
え
大
泣
き
し
て
も
、前
へ
前

へ
と
進
ん
で
い
く
…
…
。や
れ
や
れ
、強
い
も

の
だ
。思
わ
ず
苦
笑
を
浮
か
べ
つ
つ
も
「
今

行
く
よ
」と
３
匹
目
の
怪
獣
が
走
り
出
す
。こ

う
い
う
の
、嫌
い
じ
ゃ
な
い
。

　
そ
の
夜
は
、夫
婦
で
こ
の
日
の
姪
の
話
で

笑
い
あ
い
な
が
ら
、少
し
だ
け
酒
を
楽
し
む
。

こ
れ
が
何
と
も
い
え
ず
楽
し
く
、好
い
心
持

ち
な
の
だ
。

　
ど
う
い
う

訳
か
、こ
う
い

う
日
の
酒
は

回
る
の
が
早

い
。

あ
あ
、な
る
ほ

ど
…
…
。

　
酔
っ
て
件

の
如
し
、か
。

は
他
校
と
の

合
同
合
宿
な

ど
で
交
流
の

場
が
広
が
っ

た
こ
と
、ホ
ー

ム
ル
ー
ム
活

動
で
は
文
化

祭
の
バ
ザ
ー

の
収
益
金
を

当
時
噴
火
の
被
害
に
あ
っ
た
雲
仙
市

に
送
っ
た
こ
と
な
ど
沢
山
の
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。何
よ
り
尚
絅
で
出
会
っ

た
友
人
、恩
師
の
先
生
方
は
今
で
は
私

の
宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、自
分

に
あ
る
程
度
の
自
信
を
持
ち
な
が
ら

も
謙
遜
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
こ
で
聖
書
と
は
も
ち
ろ
ん
旧
約
聖

書
で
す
が
、旧
約
も
新
約
も
聖
書
は
私
た

ち
に
生
き
る
力
、知
恵
を
く
れ
ま
す
。た

だ
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
の
価
値
も

あ
り
ま
せ
ん
。開
い
て
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。聖
書
は
こ
と
ば
の
宝
石
箱
で
す
。

生
き
る
力
に
な
り
ま
す
。一
度
読
ん
で
何

も
感
じ
な
か
っ
た
言
葉
が
、あ
る
日
突
然

心
に
響
い
て
き
た
り
し
ま
す
。最
近
発
見

し
た
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。イ
ザ
ヤ
書
２

章
22
節
に「
人
間
に
頼
る
の
を
や
め
よ

…
」と
あ
り
ま
し
た
。私
は
ど
う
し
て
も

人
に
頼
り
ま
す
。人
に
話
を
す
る
こ
と
で

心
が
軽
く
な
り
ま
す
が
、話
し
た
こ
と
が

と
ん
で
も
な
い
方
向
に
行
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。聖
書
に「
ど
ん
な
こ
と
で

も
、思
い
煩
う
の
は
や
め
な
さ
い
。何
事

に
つ
け
、感
謝
を
込
め
て
祈
り
と
願
い
と

を
さ
さ
げ
、求
め
て
い
る
も
の
を
神
に
打

ち
明
け
な
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
、あ
ら
ゆ

る
人
知
を
超
え
る
神
の
平
和
が
、あ
な
た

が
た
の
心
と
考
え
と
を
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ

ス
に
よ
っ
て
守
る
で
し
ょ
う
。」（
フ
ィ
リ

ピ4

：6
,7

）と
あ
り
ま
す
。神
の
平
和
が

い
つ
も
心
に
あ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま

す
。す
べ
て
が
神
様
の
ご
計
画
の
中
に
あ

り
ま
す
。辛
い
こ
と
も
時
間
が
経
過
し
た

時
、そ
の
意
味
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。神

様
が
必
要
な
経
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
尚
絅
に
入
学
し
た
こ
と
を
、今
の
時

を
、与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
感
謝
し
ま

し
ょ
う
。一
生
懸
命
学
び
ま
し
ょ
う
。た

と
え
結
果
が
思
わ
し
く
な
く
て
も
尽
し

た
努
力
は
き
っ
と
あ
な
た
の
力
に
な
り

ま
す
。

「
聖
書
は
す
べ
て
神
の
霊
の
導
き
の
下
に
書
か
れ
、

人
を
教
え
、戒
め
、誤
り
を
正
し
、

義
に
導
く
訓
練
を
す
る
う
え
に
有
益
で
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

テ
モ
テ
Ⅱ
3
章
16
節

健
康
栄
養
学
科
教
員

佐
藤
玲
子

法人事務局　事務職員　佐々木　真也

「
し
ん
や
し
ゃ
ー
ん
！
」

　
遊
具
広
場
に
、３
歳
に
な
っ
た
姪
の
声
が

響
き
わ
た
る
。

　
辺
り
の
マ
マ
た
ち
が
、く
す
く
す
こ
ち
ら

を
見
て
い
る
。名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、

私
く
ら
い
の
も
の
だ
。「
預
か
っ
て
る
姪
で
す

…
」も
ご
も
ご
と
呟
き
な
が
ら
、さ
す
が
に
、

少
し
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。古
典
落
語
『
た

ら
ち
ね
』の
「
あ
〜
ら
、我
が
君
」「
や
め
て
く

れ
、口
の
悪
い
仲
間
に
…
」の
心
境
で
あ
る
。

　
さ
て
本
日
は
、よ
く
我
が
家
に
預
け
ら
れ

る
、こ
の
フ
ラ
ッ
パ
ー
ガ
ー
ル
と
の
お
話
を

少
々
。

　（
変
な
親
子
と
思
わ
れ
て
る
よ
な
〜
）な
ど

と
辺
り
の
目
を
気
に
し
て
い
る
と
、当
の
姪

が
ト
コ
ト
コ
走
っ
て
き
た
。と
…
…
。

　「
し
ん
や
し
ゃ
ん
、あ
の
ね
、＠%

_

★
Э

∮
…
…
」一
気
に
ま
く
し
立
て
る
。「
え
ー
、す

ご
ー
い
」と
私
。傍
で
聞
い
て
い
る
と
、会
話

が
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
…
…

実
は
、半
分
も
分
か
っ
て
は
い
な
い
。無
学
の

私
に
は
「
キ
ュ
ア
ベ
リ
ー
が
…
」な
ど
と
言

『たらちね』

可愛く愛らしい、
フラッパーガール。
なぜか以心伝心の
心地よさ！

　
い
ま
私
が
住
む
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
に

あ
る
紀
元
前
３
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た

ギ
リ
シ
ア
劇
場
を
こ
の
目
で
見
よ
う

と
、２
０
０
０
年
に
旅
行
で
訪
れ
た
と

き
、い
ず
れ
主
人
と
な
る
シ
チ
リ
ア
人

に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
こ
の
地
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
何
度
か
の
滞
在
を
経
て
結
婚
し
た

わ
け
で
す
が
、自
分
が
嫁
ぐ
と
こ
ろ
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
の
か
、滞
在
中

に
受
け
た
異
文
化
の
中
で
暮
ら
す
驚

き
や
価
値
観
の
違
い
を
、ま
ず
自
分
の

周
り
の
人
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
１

冊
目
の
本
を
書
き
ま
し
た
。さ
ら
に
多

く
の
方
に
シ
チ
リ
ア
の
魅
力
を
紹
介

す
べ
く
２
冊
目
の
本
の
刊
行
に
い
た

り
ま
し
た
。

　
現
在
は
１
歳
半
に
な
る
子
が
お
り

ま
す
の
で
ど
う
し
て
も
育
児
中
心
の

生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、近
所

の
ホ
テ
ル

で
日
本
人

グ
ル
ー
プ

到
着
時
の

お
手
伝
い

や
従
業
員

へ
の
日
本

語
レ
ッ
ス

ン
、観
光
通

訳
な
ど
し

て
い
ま
す
。こ
の
仕
事
を
通
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
方
と
お
会
い
で
き
る
の
は
嬉

し
い
の
で
す
が
、中
で
も
、「
本
を
読
み

ま
し
た
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
、そ
れ
が
や
り
が
い
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
高
校
時
代
は
部
活
動（
陸
上
部
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

で
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。部
活
動
で

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

イ
タ
リ
ア
在
住
／
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
観
光
通
訳

本
郷
　
智
子
さ
ん

１
９
９
２
年 

尚
絅
学
院
高
等
学
校
卒
業Tomoko 

Hongou

尚
絅
時
代
の
思
い
出
　

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を

1992年
1997年
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各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

春
の
青
空
の
下
、様
々
な
思
い
で
春
を
迎
え
た
事
で
し
ょ
う
。

尚
絅
学
院
も
ま
た
、あ
た
ら
し
い
仲
間
を
迎
え
、

校
内
も
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
尚
絅
の
春
を
、ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
報
告
し
ま
す
。
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08
年
度
は
大
学
・
短
大
進
学
率
が
増
加
74
％

　(

ち
な
み
に
07
年
度
62
％
、06
年
度
63
％)

。大

学
・
短
大
の
進
学
者（
昨
年
度
１
５
１
名
→
今
年

度
１
８
７
名
）、専
門
学
校
進
学
者
が
減
少（
昨

年
度
56
名
→
今
年
度
29
名
）、今
年
は
大
学
志

向
が
高
ま
り
ま
し
た
。地
元
志
向
も
強
く
、特
に

尚
絅
学
院
大
学
、東
北
学
院
大
学
、東
北
福
祉
大

学
に
志
願
者
が
集
中
し
ま
し
た（
尚
絅
94
名
、学

院
62
名
、福
祉
50
名
）。Ａ
Ｏ
受
験
者
も
多
く
な

り
、尚
絅
大
で
は
昨
年
度
６
名
→
今
年
度
21
名

と
急
増
し
ま
し
た
。Ａ
Ｏ
入
試
導
入
大
学
も
多

く
な
り
、か
な
り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、そ
し
て
、早
く
合
格
を
決
め
た
い
生
徒

と
早
く
優
れ
た
人
材
と
第
一
志
望
者
を
確
保
し

た
い
大
学
の
利
害
が
一
致
し
た
結
果
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。国
公
立
大
学
の

公
募
推
薦
は
５
名
中
１
名
の
み
の
合
格
で
し
た

（
宮
城
大
学
食
産
業
学
部
）。国
公
立
一
般
受
験

者
は
前
期
日
程
で
２
名
、そ
の
う
ち
１
名
が
合

格
し
ま
し
た（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
）。

　
一
方
、就
職
で
は
経
済
事
情
の
悪
化
に
よ
り

雇
用
状
況
も
悪
化
し
、県
内
高
卒
対
象
求
人
数

は
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
中
、本
校
へ
の

求
人
数
は
例
年
並
み
で
し
た
。今
年
度
の
学
校

就
職
希
望
者
は
７
名
、自
己
求
職
希
望
者
が
２

名
で
、12
月
に
入
っ
て
急
遽
進
学
か
ら
就
職
に

転
じ
た
生
徒
１
名
以
外
の
８
名
は
、卒
業
前
に

内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ぞ
れ
が
希
望

す
る
企
業
、職
種
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

               

（
進
路
学
習
部
主
任
　
星
野
公
紀
）

で
は
、子
ど
も
達
は
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
、明
日
か
ら
の
幼
稚
園
生
活
に
期
待
を
膨

ら
ま
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
達
の
声
が
響
い
た
入
園
式
の

日
と
な
り
ま
し
た
。

                 

（
幼
稚
園
教
員
　
清
野
正
恵
）

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
た
３
月
17
日（
火
）、尚

絅
学
院
中
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、３
年

A
組
24
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
へ
と
大
き

く
飛
び
出
し
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員

と
し
て
ク
ラ
ス
を
ま
と
め
て
き
た
高
橋
清

彩
さ
ん
が
ク
ラ
ス
の
１
人
ひ
と
り
、保
護
者

の
方
々
・
在
校
生
へ
語
り
か
け
る
よ
う
に
、

す
ば
ら
し
い
答
辞
を
読
み
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
思
え
ば
昨
年
の
４
月
、３
A
の
み
ん
な

は
、中
学
校
の
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
ど

う
し
よ
う
も
な
い
担
任
を
い
つ
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
ね
。さ
ら
に
３
A
は
何

よ
り
も
行
事
を

大
切
に
し
た
ク

ラ
ス
で
し
た
。

春
の
遠
足
・
中

学
校
と
し
て

始
め
て
取
り
組

ん
だ
陸
上
記

録
会
・
み
ん
な

で
成
功
さ
せ
た

フ
ェ
ア
ト
レ
ー

　
園
庭
の
桜

が
咲
き
始
め

た
４
月
10
日

（
金
）幼
稚
園

の
入
園
式
が

行
な
わ
れ
ま

し
た
。
初
め

て
の
幼
稚
園

生
活
、
保
護

者
の
方
々
と

登
園
し
て
き

た
子
ど
も
達
。笑
顔
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し

た
表
情
で
し
た
。

　
今
年
度
入
園
式
に
は
、３
歳
児
18
名
、４

歳
児
16
名
、５
歳
児
４
名
で
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
の
曲
に
あ
わ
せ
て
子
ど
も
達
が

入
場
。「
お
は
な
が
わ
ら
っ
た
」を
歌
い
は
じ

め
に
司
会
者
か
ら
ク
ラ
ス
と
子
ど
も
達
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。次
に
新
園
長
の
岩
倉

政
城
先
生
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。多

く
の
来
賓
の
方
々
を
代
表
し
て
加
藤
正
名

学
院
長
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
子
ど
も
達
と
保
護
者
の
方
々
が
楽

し
み
に
し
て
い
た
教
職
員
15
名
の
紹
介
も

あ
り
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
と
手
遊
び

　
３
月
16
日（
月
）暖
か
い
春
の
日
差
し
の

中
、修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。や
っ
と
こ

の
時
が
き
た
と
い
う
嬉
し
さ
と
、大
好
き
な

幼
稚
園
、先
生
、友
だ
ち
と
お
別
れ
な
ん
だ

と
い
う
寂
し
さ
が
入
り
混
じ
っ
た
表
情
で

登
園
し
、41
名
全
員
が
園
長
先
生
か
ら
修

了
証
書
を
受
け
取
り
、１
人
で
花
道
を
歩
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
お
わ
か
れ
の
こ
と

ば
」を
心
を
込
め
て
伝
え
、「
と
も
だ
ち
に
な

る
た
め
に
」の
歌
は
思
い
出
を
か
み
し
め
な

が
ら
歌
い
ま
し
た
。４
月
か
ら
は
小
学
生
。

沢
山
の
友
だ
ち
と
共
に
色
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
、自
信
を
持
っ
て
過
ご
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、愛
さ
れ
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
自
分
も
他

人
を
愛
せ
る
心

の
優
し
い
人
に

な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
卒
園

お
め
で
と
う
！

（
幼
稚
園
教
員

　
川
田
裕
子

　
高
等
学
校
は
３
月
２
日（
月
）に
卒
業
式

が
行
わ
れ
、３
年
生
全
員
の
2
5
3
名
が
無

事
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。校
長
先
生
は
激

し
い
社
会
状
況
の
中
に
旅
立
つ
卒
業
生
へ
、

「
あ
な
た
方
を
襲
っ
た
試
練
の
中
で
…
」と

い
う
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
を
示
し

て
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。佐
々
木
美

玖
さ
ん
は「
生
徒
会
や
部
活
等
で
困
難
に

あ
っ
た
と
き
、い
つ
も
周
囲
に
助
け
ら
れ
、

命
あ
る
聖
書
の
御
言
葉
で
成
長
で
き
た
」と

感
動
的
に
答
辞
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。こ

の
学
年
は
、ス
ポ
ー
ツ
特
待
受
け
入
れ
や
３

コ
ー
ス
の
修
学
旅
行
な
ど
、初
め
て
の
取
組

み
が
あ
り
、活
気
に
満
ち
た
学
年
で
し
た
。

多
く
の
励
ま
し
と
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　       

（
中
高
教
員
　
横
山
邦
子
）

ド
カ
フ
ェ
＆
文
化
祭
・
学
び
を
深
め
た
校
外

学
習
等
…
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。１
つ
１
つ
の
行
事
に
大
切
な
思
い
出

が
残
り
ま
し
た
。時
に
は
衝
突
も
し
た
け
れ

ど
い
つ
も
本
気
で
私
に
話
し
か
け
て
く
れ

る
み
ん
な
の
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
…
。楽

し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。

                    

（
３
Ａ
担
任
　
平
澤
和
昭
）

　
桜
の
花
が
咲

き
始
め
た
春
の

日
に
、中
学
校
に

32
名
の
新
し
い

仲
間
が
加
わ
り

ま
し
た
。緊
張
し

た
面
持
ち
で
入

場
し
て
き
た
新

入
生
た
ち
は
、た

く
さ
ん
の
方
々

か
ら
入
学
を
喜

ば
れ
る
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
と
学
院
長
先
生
が
お
祝
い
の

言
葉
の
な
か
で
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
話
を

深
く
考
え
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
素
晴

ら
し
い
宝
を
ど
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
も

惜
し
み
な
く
使
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ

た
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
に
、そ
し

て
入
学
式
で
約
束
し
た
と
お
り
尚
絅
生
と

し
て
誇
り
を
も
っ
て
、充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

                 

（
１
A
担
任
　
中
村
裕
希
恵
）

　
桜
の
つ
ぼ
み
が
開
き
始
め
た
４
月
８
日

（
水
）、２
１
７
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。特
別
進
学
コ
ー
ス(

37

名
中
男
子
12
名)

と
今
年
度
か
ら
総
合
進
学

コ
ー
ス
に
設
け
ら
れ
た
文
系
ク
ラ
ス
と
文

理
ク
ラ
ス(

38
名
中
男
子
11
名)

、男
女
共
学

２
年
目
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。校

長
先
生
か
ら
１
１
７
年
前
に
誕
生
し
た
尚

絅
学
院
が
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
を
有

す
る
総
合
学
院
と
し
て
発
展
し
て
い
る
こ

と
、そ
の
伝
統
を
大
切
に
し
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
欲
し
い
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し

た
。新
入
生
を
代
表
し
て
尚
絅
中
学
出
身
の

日
下
純
さ
ん
か
ら
、キ
リ
ス
ト
教
を
学
び
の

基
本
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
を
実

り
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
の
誓
い
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
持
っ
て
３
年
間

を
有
意
義
な
も
の
と
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
年
総
合
進
学
コ
ー
ス
主
任
　
今
村
千
代
）

幼
稚
園

み
ん
な
元
気
に
お
め
で
と
う
！

修
了
式

高
等
学
校

新
し
い
世
界
へ
の
巣
立
ち

卒
業
式

　

　
２
月
27

日
（
金
）
に

レ
ー
ナ
マ
リ

ア
さ
ん
を
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン

か
ら
お
迎
え

し
、高
３
卒
業

礼
拝
と
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
1
、0
0
0
人
近
い
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
、礼
拝
堂
が
満
員
に
な
る
ほ
ど
の

大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
は
目
標
を
超
え
る

1
、1
7
3
、5
5
6
円
と
な
り
、タ
イ
・
カ

レ
ン
族
、サ
ハ
ミ
ッ
ト
学
園
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　  

（
宗
教
主
任
　
佐
藤
　
洋
晴
）

中
学
校

卒
業
式

新
し
い
気
持
ち
を
胸
に

桜
と
と
も
に
、ご
入
園

入
園
式

入
学
式

新
し
い
仲
間
と
共
に
…

２
年
目
の
新
し
い
春

入
学
式

沢
山
の
気
持
ち
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た

レ
ー
ナ
マ
リ
ア

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

高等学校入試状況

特進一般
特進推薦
総進文理一般
総進文理専願
総進文理推薦
尚絅中
総進文系一般
総進文系専願
総進文系推薦
尚絅中
2009年度

入学者

＊特別進学コース（特進）から総合進学コース（総進）へのスライド合格者を含む
 ( )内数字は男子生徒

志願者 合格者

進路別状況

分類計人数

大学

短大

専門学校

留学

就職

予備校

家事・その他

未定

学年人数

国公立

私立

国公立
私立

看護

その他

2

151

0
34

2

27

2008/03/19現在

3（1.2％）

153 （60.2％）

34（13.4％）

29（11.4％）

8（3.1％）

2（0.8％）

4（1.6％）

21（8.3％）

中学校入試状況

2007年度
2007年度
2008年度
2009年度

入学者
27
42
36
39

25
29
31
34

25
29
30
32

志願者 合格者

※男子生徒8名

2
0
0
8
高
校
進
路
状
況

2
0
0
9
中
学
・
高
校
入
募
入
試
状
況

　
男
女
共
学
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

２
年
目
の
入
試
が
終
わ
り
、中
学
校

で
32
名
、高
校
で
２
１
７
名
の
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

男
子
２
期
生
は
、中
学
校
８
名
、高
校

23
名
と
な
り
、昨
年
度
に
比
べ
大
き

く
共
学
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
中
学
校
で
は
、中
高
一
貫
教
育
の

６
年
間
教
育
を
打
ち
出
し「
未
来

を
創
る
リ
ー
ダ
ー
」を
育
て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
６
年
後
の
高
い
進
路
目

標
の
達
成
を
も
見
据
え
た
指
導
体
制

と
充
実
し
た
学
習
環
境
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
き
ま
し
た
。今
年
度
、仙
台
市
内

で
は「
青
陵
」と
い
う
中
高
一
貫
校
が

開
校
さ
れ
、次
年
度
に
は「
二
華
」と

い
う
県
立
中
高
一
貫
校
が
開
校
し
ま

す
。宮
城
県
内
に
も
中
学
受
験
者
層

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、尚

絅
の
魅
力
有
る
教
育
を
更
に
推
し
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
高
校
で
は
、特
別
進
学
コ
ー
ス
に

続
き
男
子
受
け
入
れ
る
新
し
い
コ
ー

ス
と
し
て
、総
合
進
学
コ
ー
ス「
文

理
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。国
公
立
大

や
私
大
の
文
系
・
理
系
へ
の
対
応
を

保
障
す
る
コ
ー
ス
で
す
。今
年
度
は

昨
年
以
上
に
尚
絅
の
広
報
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

   

（
入
試
広
報
室
長
　
小
林
智
美
雄
）

254

445（76）
3（0）

189（20）
4（3）

10（2）
3

371
10
44
13

1092（101）

344（54）
3（0）

215（29）
3（3）

10（2）
3

420
8

44
13

1063（88）

7（12）

8（11）

142

217（23）

【
そ
の
他
の
報
告
】

バ
レ
ー
部

第
40
回
全
国
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜

優
勝
大
会
　
宮
城
県
予
選
　
第
３
位

【
訂
正
】

4
6
4
号
高
等
学
校
・
修
学
旅
行
の
中

で
、沖
縄
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
写
真
が

誤
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。関
係
者
の
皆

様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

赤坂 和昭

　
　
　
　
　
　（
勤
続
２
年
６
ヵ
月
）

　
私
は
１
９
８
９
年
、短
大
に
人
間
関

係
科
が
開
設
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、再

び
尚
絅
で
働
く
機
会
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
20
年
の
間
、創
立
1
0
0

周
年
、短
大
開
学
50
周
年
、４
年
制
大

学
開
学
と
３
学
科
増
設
、大
学
院
開

設
、中
高
の
共
学
化
等
学
院
の
大
事
な

節
目
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
こ

の
間
、浅
学
非
才
に
も
か
か
わ
ら
ず

短
大
学
長
、学
院
理
事
長
、学
院
長
を

歴
任
し
ま
し
た
が
、私
は
こ
れ
ら
を

「
神
の
召
し
」と
受
け
と
め
、「
神
は
万

事
を
益
と
な
る
よ
う
に
し
て
下
さ
る
」

（「
ロ
ー
マ
８
：
28
」）こ
と
を
信
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
職
務
遂
行
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
学
内
・
外
の
多
く
の

方
々
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ご
厚

情
、ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
少
子
化
と
経
済
不
況
と
に
よ
り
私

学
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
る

一
方
で
す
が
、学
院
が
建
学
の
精
神
と

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、新
し
い
時
代
に

ふ
さ
わ
し

い
教
育
機

関
と
し
て

発
展
さ
れ

ま
す
よ
う

祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
２
月
26
日

（
木
）青
年
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て

第
26
回
保
育

科
卒
業
演
奏
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。第
１
部
は
、

音
楽
コ
ー
ス
に

よ
る
合
唱
、
手

作
り
衣
装
で
目

で
も
耳
で
も
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
、

第
２
部
は
、保
育
科
全
学
生
と
仙
台
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の

佐
藤
淳
一
先
生
に
ご
共
演
い
た
だ
き
、オ
ペ

ラ
や
ポ
ッ
プ
ス
、合
唱
組
曲
を
合
唱
し
ま
し

た
。、春
か
ら
の
練
習
や
合
宿
で
ご
指
導
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、１
人
１
人
の
意
識
が

高
ま
り
、緊
張
感
の
中
、歌
い
き
る
こ
と
が
出

来
、達
成
感
と

感
動
そ
し
て
先

生
の
笑
顔
に
心

が
熱
く
な
り

涙
を
流
す
仲
間

の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。ご
支
援
・

ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
実
行
委
員
長

　
渡
邊
紫
野
）

話
さ
れ
式
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

教
職
員
一
同
、卒
業
生
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

                     

（
大
学
事
務
局
　
総
務
課
）

　
尚
絅
学

院
大
学
の
入

学
式
が
４
月

３
日(

金
）
仙

台
サ
ン
プ
ラ

ザ
で
挙
行
さ

れ
、
今
年
度

は
大
学
院
生

８
名
、
学
部

学

生
3
9
6

名
、短
大
生
1
7
4
名（
専
攻
科
12
名
含
む
）

総
数
5
7
8
名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

男
女
共
学
四
年
制
大
学｢

子
ど
も
学
科｣

の

2
0
1
0
年
度
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、短
大
保
育
科
と
し
て
は
最
後
の
入

学
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
学
式
は
賛
美
歌
で
始
ま
り
、式
辞
で

佐
々
木
公
明
学
長
が
、希
望
を
持
ち
続
け
地

道
な
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
聖
書
を
土
台
に
話
さ
れ
ま
し
た
。学
部
・
石

川
俊
太
郎
さ
ん
、短
大
・
佐
々
木
美
矩
さ
ん
、

短
大
専
攻
科
・
渡
邊
紫
野
さ
ん
、大
学
院
・
大

宮
卓
さ
ん
が
代
表
し
て
入
学
宣
誓
を
お
こ

な
い
、こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
に
決
意
を
新

た
に
し
て
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

                     

（
大
学
事
務
局
　
総
務
課
）

　
穏
や
か
な
春
の
日
和
に
恵
ま
れ
た
３
月

18
日（
水
）、大
学
の
卒
業
式
が
仙
台
サ
ン
プ

ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
、大
学
生
2
0
9
名
、短

大
生
1
5
9
名
、短
大
専
攻
科
生
10
名
が
こ

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。ま
た
大
学
院
初
と
な

る
修
了
生
10
名
を
世
に
送
り
だ
す
記
念
の

式
と
も
な
り
ま
し
た
。佐
々
木
学
長
か
ら
、

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、競
争
で
は
な
く
協

力
し
あ
う
心
、大
学
の
教
育
の
柱
で
も
あ
る

｢

他
者
と
の
交
わ
り
に
生
き
、共
に
生
き
る
こ

と
を
よ
ろ
こ
ぶ｣

こ
と
を
大
事
に
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
の
餞
の
言
葉

が
あ
り
、卒
業
生
代
表
と
し
て
大
学
工
藤
真

喜
子
さ
ん
、短
大
渡
邊
由
莉
香
さ
ん
が
、学

生
生
活
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
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大
学
・
短
期
大
学

こ
れ
か
ら
が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で
す

卒
業
式

賛
美
歌
で
厳
か
な
気
持
ち
に

入
学
式

仙
台
フ
ィ
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

保
育
科
卒
業
演
奏
会

　
2
0
0
9
年
度
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
延

べ
志
願
者
数
は
、総
合
人
間
科
学
部
５
学
科
で

1
1
4
7
人（
全
年
比+

20
）、
保
育
科
2
3
9

人（
前
年
比
△
66
）で
あ
っ
た
。各
学
科
の
志
願

者
、合
格
者
、入
学
者
の
数
は
別
表
の
通
り
で

あ
る
。な
お
、専
攻
科
保
育
専
攻
に
は
12
名
が

入
学
し
、大
学
院
総
合
人
間
科
学
研
究
科（
修

士
課
程
）に
は
、心
理
学
専
攻
に
３
名
、健
康
栄

養
科
学
専
攻
に
５
名
が
入
学
し
て
い
る
。最
近

３
年
間（
2
0
0
7
〜
09
）の
述
べ
志
願
者
数

の
動
態
を
グ
ラ
フ
に
示
し
て
い
る
。こ
の
間
、

東
北
６
県
の
18
歳
人
口
は
5
9
3
2
人
減
少

し
て
い
る
が
、表
現
、現
社
、生
環
の
３
学
科
の

志
願
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
は
、３
学

科
の
知
名
度
が
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と

を
伺
わ
せ
る
。尚
絅
学
院
高
校
か
ら
の
志
願
者

は
入
試
区
分
全
体
で
約
90
名
に
達
し
、尚
絅
学

院
高
校
は
志
願
者
数
の
最
も
多
い
高
校
に
復

帰
し
た
。一
般
高
校
で
は
、名
取
北
38（
前
年
比

+

７
）、第
三
女
子
36（
△
10
）、仙
台
西
33（+

１
）、仙
台
育
英
30（+

６
）、泉
松
陵
28（
△
８
）、

多
賀
城
27（+

３
）、仙
台
26（+

２
）、仙
台
東
26

（
△
３
）、聖
和
22（+

６
）、角
田
20（
△
７
）、柴

田
20（+

４
）の
順
で
あ
る
。

                  

（
入
募
入
試
部
長
　
大
下
健
幸
）

2
0
0
9
年
度
入
学
者
選
抜
入
募
入
試
状
況

学科 志願者
（前年）

　
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大

学
新
図
書
館
の
愛
称
に
つ
い
て
、昨
年

12
月
よ
り
学
生
・
学
内
教
職
員
を
対
象

に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、77
件
に
及
ぶ
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。新
図
書
館
名
称
審

査
委
員
会
で
の
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、最
優
秀
賞
１
名
、優
秀
賞
２
名
を

選
出
い
た
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。な
お
授
賞
式
は
９
月
末
予

定
の
図
書
館
竣
工
式
と
あ
わ
せ
て
行

う
予
定
で
す
。多
数
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

現
代
社
会
学
科
２
年

古
川
謙
太
朗
さ
ん
　｢

ア
ル
モ（
ａ
ｌ
ｍ
ｏ
）｣

●
優
秀
賞

表
現
文
化
学
科
２
年

佐
藤
千
尋
さ
ん
　｢

尚
絅
り
ぶ
ら｣

表
現
文
化
学
科
２
年

山
本
あ
ゆ
み
さ
ん

｢

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｖ
Ｉ
Ｃ（
ス
タ
ン
ビ
ッ
ク
）｣

              

（
大
学
事
務
局
　
総
務
課
）

大学新図書館の愛称決定

退
任
者
の
ご
紹
介

2
0
0
9
年
度
新
任
者
の
ご
紹
介

新
学
院
長
挨
拶

採
用
・
専
任
教
職
員

学
院
長 

宍
戸
朗
大

【
専
任
教
職
員
】

大
学
健
康
栄
養
学
科

教 

授
　
薄
木
理
一
郎（
勤
続
24
年
）

大
学
健
康
栄
養
学
科

教 

授
　
道
岡 

攻（
勤
続
15
年
）

大
学
健
康
栄
養
学
科

准
教
授
　
菊
地
め
ぐ
み（
勤
続
5
年
）

短
大
保
育
科			




教 

授
　
村
山
雅
夫（
勤
続
29
年
）

短
大
保
育
科			




准
教
授
　
田
澤 

薫（
勤
続
８
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校			




教 

諭
　
小
野
寺
二
男（
勤
続
42
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校			




教 

諭
　
大
崎 

勲(

勤
続
35
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校			




教 

諭
　
佐
藤
洋
晴（
勤
続
8
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校			




教 

諭
　
井
上
真
理
子（
勤
続
4
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校			




教 

諭
　
齋
藤
正
晴（
勤
続
4
年
）

法
人
事
務
局			




事
務
員
　
昆
野
喜
根
子（
勤
続
42
年
）

大
学
・
短
大

事
務
員
　
ナ
ビ
ド
さ
お
り（
勤
続
5
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校

事
務
員
　
小
澤
惠
子（
勤
続
44
年
）

【
臨
時
的
措
置
教
員
】

大
学
人
間
心
理
学
科

教 

授
　
加
藤
孝
義（
任
用
期
間
満
了
）

大
学
人
間
心
理
学
科

教 

授
　
菊
池
章
夫（
任
用
期
間
満
了
）

　
尚
絅
学
院
は
、い
ま
、大
学
子
ど
も
学
科

新
設
、中
高
男
女
共
学
化
な
ど
の
教
育
改
革

が
進
み
、幼
稚
園
か
ら
中
高
・
大
学
ま
で
の

総
合
学
院
と
し
て
新
し
い
飛
躍
に
向
け
て

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。設
備
の
面
で
も
、新

図
書
館
の
建
設
・
中
高
体
育
館
の
整
備
・
エ

ラ
・
オ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
の
移
築
な

ど
の
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、一

方
で
、少
子
化
の
波
の
中
で
、巷
で
は
私
学

の
淘
汰
が
囁
か
れ
て
い
ま
す
。

　
宍
戸
前
学
院
長
の
ご
退
任
を
受
け
、４
月

か
ら
尚
絅
学
院
の
学
院
長
に
就
任
し
ま
し

た
。責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
尚
絅
学
院
は
、創
立
以
来
1
1
7
年
も
の

間
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
あ
っ
て
多
く
の
有

為
な
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。今
こ
そ
建
学
の
精
神
に
立
ち
帰
っ
て
、

学
院
が
な
す
べ
き
こ
と
、今
日
社
会
か
ら
負

託
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
定
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。尚
絅
に
連
な
る

学
生
・
生
徒
、教
職
員
が
学
院
の
大
き
な
ま

ぼ
ろ
し
を
見
定
め
、思
い
を
１
つ
に
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、同
窓
生
の
方
々
、尚
絅

を
応
援
し
て
下
さ
る
方
々
の
お
力
が
ぜ
ひ

必
要
で
す
。ど
う
か
尚
絅
の
た
め
に
ご
声

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か  とう   まさ  な

加藤 正名
東北大学大学院工学研究科修了 工学博士（東北大学）

東北大学工学部精密工学科教授
秋田県立大学システム課科学技術学部教授

尚絅学院理事長

西川 恵美子
大･短保健センター

保健担当職員
（2008年10月1日付）

照井 健也
大･短入試広報課

事務職員
（2008年12月1日付）

菅原 正和
大学 人間心理学科
教授 兼 大学院担当

大学 健康栄養学科
教授 兼 大学院担当

にしかわ　 え    み    こてる  い　  けん  や

すが  わら   まさ かず あか さか　かず あき

星 清子
大学 健康栄養学科

准教授

ほし    せい  こ

採
用
・
専
任
教
職
員

（
2
0
0
9
年
４
月
１
日
付
）

八巻 正治 大川 亘
大学 生活環境学科

講師
短大 保育科

教授

おお かわ  わたるや   まき   まさ はる

安田 勉
短大 保育科

教授

やす  だ   つとむ

張　涛 菊池 哲彦
大学表現文化学科

准教授
大学 現代社会学科

講師

きく  ち    あき ひろ ちょう　   とう

川端 壮康
大学 人間心理学科
講師 兼 大学院担当

かわ ばた   たけ やす

合格者
（前年）

入学者
（前年）

表現文化

人間心理

現代社会

生活環境

健康栄養

保　育

174（157）

288（309）

251（237）

135（112）

299（312）

239（305）

83（116）

133（198）

156（160）

99（110）

137（213）

183（207）

66（72）

88（114）

80（99）

70（69）

94（100）

164（169）

長
い
間
大
変
ご
く
ろ
う
様
で
し
た



SHOKEI   vol.465   10 11   SHOKEI   vol.465

後
援
会
会
費
納
入
者（
敬
称
略
）

同
窓
会
会
費
納
入
者（
敬
称
略
）

2
0
0
8
年
度
卒
業
生
後
援
会

入
会
者
ご
芳
名（
敬
称
略
）

皆
様
の
ご
芳
心
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
寄
付
金（
同
窓
会
受
付
分
）

同窓会
コーナー

　 

伊
藤
浩
子
　
亀
岡
宏
子
　
豊
島
慶
子

　 

木
村
中
外
　
大
黒
邦
子
　
大
槻
千
春

　 

熊
谷
和
子
　
若
松
佑
子
　
鎌
田
理
恵

　 

海
和
夏
希
　
渡
辺
富
寿
子
　
斎
洋
子

　 

駒
井
ま
さ
子
　
菊
田
弘
子
　
押
永
稚
耶
子

　 

長
沼
慶
子
　
小
原
ふ
き
　
添
田
紀
子

　 

柿
崎
千
恵
　
宮
曽
根
知
子
　
石
岡
宏

　 

中
里
真
理
子
　
小
関
か
つ
子
　
野
村
恪
子

　 

安
立
美
智
子
　
小
野
敦
子
　
佐
藤
み
つ
子

　 

伊
藤
八
千
穂
　
森
島
悦
子
　
渥
美
知
子

　 

国
枝
洋
子
　
河
村
尚
子
　
熊
谷
裕
子

　 

小
出
由
里
子
　
内
海
隆
子
　
梅
原
志
保

　 

鈴
木
け
い
子
　
佐
藤
真
理
　
髙
見
久
美
子

　 

ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
弘
子
　
高
瀬
博
子
　
清
水
順
子

　 

長
谷
川
久
美
子
　
畑
宥
子
　
武
藤
喜
美
子

　 

新
沼
千
恵
子
　
井
口
美
恵
　
水
野
真
澄

　 

弥
藤
芙
美
絵
　
志
賀
友
美
　
山
本
佐
知
子

　 

大
友
芳
子
　
立
沢
千
恵
子
　
岩
渕
由
美

　 

福
田
勝
子
　
瀧
口
光
江
　
小
林
悠
子

　 

村
上
克
男
　
朝
長
ス
ミ
エ
　
橋
本
　
子

　 

佐
藤
了
子
　
菅
原
眞
美
子
　
氏
家
博
美

　 

秋
山
妙
子
　
小
野
す
ゑ
の
　
三
浦
尚
美

　 

阿
部
嘉
久
　
道
又
百
合
子
　
瀬
谷
幸
子

　 

吉
田
恵
子
　
相
原
の
ぶ
　
堀
口
睦
子

　 

本
堂
冨
貴
子
　
佐
々
木
え
つ
子
　
金
森
大
樹

　 

遊
佐
ひ
で
よ
　
中
目
ひ
ろ
子
　
安
達
順
子

　 

小
山
峯
子
　
野
崎
晴
美
　
大
内
よ
し

　 

高
橋
千
恵
子
　
城
戸
房
子
　
結
城
梨
恵
　

　 

鈴
木
由
紀
子
　
鯉
渕
芳
子
　
清
野
泰
子
　

　 

渡
邉
美
佐
子

 

特
別
会
員

● 

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　 

大
﨑
節
郎
　

● 

金 

五
、〇
〇
〇
円

　 

乙
坂
ひ
で
　
木
村
中
外

● 

金 

三
、〇
〇
〇
円

　 

菅
原
榮

● 

金 

二
、〇
〇
〇
円

　 

遠
藤
浅
治
　
遠
藤
あ
さ
子
　
菊
地
文
武

三井 幸恵

宮川 了一
中学校･高等学校
保健体育科 教論

中学校･高等学校
養護 教論

みや かわ  りょういち

みつ  い     さち  え

遠藤 育美
大学･短期大学

入試広報課 事務職員

えん  どう   いく み 

小島 和幸
中学校･高等学校

社会科 教論

こ  じま    かずゆき

渡辺 圭太郎
中学校･高等学校

聖書科 教論

わた なべ   けい  た  ろう

増子 貴紀
中学校･高等学校

国語科 教論

まし  こ     たか のり

佐藤 司
大学･短期大学

総務課 事務職員

さ  とう つかさ

人
事〈
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
け
〉

【
任
用
】

幼
稚
園 

園
長 

…
…
…
…
…
…  

岩
倉
　
政
城

大
学
・
短
期
大
学 

副
学
長 

… 

松
田
憲
次
郎

幼
稚
園 

教
頭 

…
…
…
…
…
…  

甲
原
　
園
子

（
大
学
院
）

研
究
科
長 

…
…
…
…
…
…
…
… 

神
尾
　
好
是

（
大
学
）

表
現
文
化
学
科
長 

…
…
…
…
…
梅
津
　
義
宣

人
間
心
理
学
科
長 

…
…
…
…
…
安
井
　   

猛

現
代
社
会
学
科
長 

…
…
…
…
…
不
破
　
和
彦

生
活
環
境
学
科
長 

…
…
…
… 

斎
藤
　
紘
一

健
康
栄
養
学
科
長
…
…
…
…
…
布
木
　
和
夫

（
短
大
）

保
育
科
長  

…
…
…
…
…
…
…
…
斎
藤
　
久
六

（
大･

短
）

宗
教
部
長 

…
…
…
…
…
…
…
…

佐
藤
　
玲
子

教
務
部
長 

…
…
…
…
…
…
…
…

木
村
　
　
清

学
生
生
活
部
長 

…
…
…
…
…
…
水
田
　
惠
三

入
募
入
試
部
長 

…
…
…
…
…
…
桂
　
　
重
樹

進
路
就
職
部
長 

…
…
…
…
…
…
杉
座
　
秀
親

図
書
館
長
…
…
…
…
…
…
… 

阿
留
多
伎
眞
人

保
健
セ
ン
タ
ー
長
…
…
…
…
…
荒
川
由
美
子

情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
長
… 

小
原
　
俊
文

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
…
太
田
　
健
児

教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
長
…
…
…
斎
藤
　
紘
一

（
大
学
院
担
当
）

大
学 

人
間
心
理
学
科  

講
師

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
泉
　
嘉
子

（
保
育
科
特
別
教
員
）

短
大 

保
育
科 

教
授 

…
…
…
…
佐
藤
　
陽
子

短
大 

保
育
科 

教
授 

…
…
…
…
森
　
　
　
彬

短
大 

保
育
科 

教
授 

…
…
…
…
鶴
間
　
順
子

【
昇
格
】

大
学 

人
間
心
理
学
科 

教
授
…

太
田
　
健
児

大
学 

生
活
環
境
学
科 

教
授
…

村
山
　
和
弘

大
学 

生
活
環
境
学
科 

教
授
…

久
慈
る
み
子

大
学 

人
間
心
理
学
科 

准
教
授
…

今
井
　
誠
二

大
学 

人
間
心
理
学
科 

准
教
授
…

目
黒
　
恒
夫

短
大 

保
育
科 

教
授
…
…
…
…
東
　
　
義
也

     

※
専
任
の
み
の
ご
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
委
託
】

（
大
学
設
置
担
当
責
任
者
）

大
学 
現
代
社
会
学
科 

教
授 

… 

不
破
　
和
彦

（
L
O（
自
己
評
価
担
当
者
）

副
学
長 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
田
憲
次
郎

（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 
…
赤
羽
　
礼
子

（
特
別
顧
問
）

高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
特
別
顧
問

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
野
寺
二
男

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
チ
）

大
学
バ
レ
ー
部
コ
ー
チ
…
…
…
石
垣
　
恵
理

 

賛
助
会
員

● 

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

 

　
渋
谷
紘
子
　
丸
山
智
恵
美
　
高
橋
脩

● 

金
六
、〇
〇
〇
円

　 

髙
橋
知
子

● 

金
五
、〇
〇
〇
円

　 

小
林
令
児
　
乙
坂
ひ
で
　
八
田
さ
と
子

　 

梅
村
徳
子
　
近
江
節
子

● 

金
四
、〇
〇
〇
円

　 

工
藤
清
美
　
我
妻
良
子
　
大
久
保
寛
子

　 

松
尾
重
信
　
長
池
秀
子
　
堀
内
紀
子

● 

金
三
、〇
〇
〇
円

　 

遠
藤
浅
治
　
遠
藤
あ
さ
子
　
菅
原
榮

　 

荒
井
知
香
　
岸
川
嘉
惠

● 

金
二
、〇
〇
〇
円

　 

三
浦
充
子
　
関
根
礼
子
　
井
浦
郷
子

　 

佐
藤
茜
　
嶺
岸
久
子
　
佐
竹
陽
子
　

　 

菅
原
典
子
　
椿
谷
真
貴
子
　
稲
村
美
帆

　 

平
塚
ヤ
ス
子
　
今
野
紀
　
丹
野
香
奈
子

　 

柄
沢
奈
央
子
　
大
塚
涼
子
　
丹
内
友
美
子

　 

廣
田
理
美
　
宍
戸
素
子
　
水
原
若
菜

　 

成
田
未
来
　
岡
崎
美
砂
　
澤
竹
ま
つ
子

　 

佐
々
木
征
恵
　
渡
邉
郁
江
　
宮
城
悦
子

　 

武
村
洋
子
　
千
葉
シ
ン
　
笹
原
久
仁
子

　 

玉
手
道
子
　
山
田
と
き
子
　
鈴
木
み
ゆ
き

　 

三
戸
詩
織
　
藤
田
純
子
　
丹
野
英
機

　 

三
戸
部
英
子
　
加
藤
和
子
　
岡
崎
美
江
子

　 

竹
花
政
孝
　
勝
山
榮
子
　
後
藤
り
ん
　

　 

加
藤
宏
子
　
安
藤
美
重
子
　
野
上
弥
生

　 

沢
村
國
子
　
小
野
寺
玲
子
　
清
水
美
智
子

　 

池
田
世
子
　
小
山
内
ま
り
　
村
田
敏
江

　 

藤
川
み
き
子
　
金
須
た
ま
　
大
島
良
雄

　 

菅
田
時
子
　
都
築
裕
孝
　
浅
野
純
子

　 

川
本
多
美
　
武
井
優
　
鈴
木
昭
子

　 

坂
田
美
奈
子
　
上
野
久
美
子
　
菊
池
洋
子

　 

大
内
喜
美
枝
　
宍
戸
輝
子
　
佐
野
明
子

　 

佐
藤
光
子
　
遠
藤
裕
子
　
千
田
佳
澄

　 

渡
部
美
穂
　
永
瀬
宮
子
　
菊
地
文
武

　 

鈴
木
恵
里
子
　
佐
藤
道
子
　
塩
井
順
子

　 

後
藤
美
代
子
　
平
田
チ
ヱ
子
　
上
岡
育
子

 

大
学
健
康
栄
養
学
科

大
竹
央
子
　
小
野
杏
奈
　
坂
本
千
鶴

鈴
木
太
　
三
上
智
美
　
荒
井
典
子
　
佐
藤
元

佐
藤
明
奈
　
鈴
木
麻
美
　
佐
藤
友
香

安
藤
由
恵
　
大
場
真
奈
美
　
佐
藤
友
梨

高
橋
大
志
　
阿
部
紘
美
　
齊
藤
邦
恵
　

八
戸
悠
子
　
佐
藤
尚
子
　
渡
部
英
里

 

大
学
人
間
心
理
学
科

川
村
奈
穂
子
　
土
井
宣
和
　
阿
部
友
美

今
井
寿
治
　
佐
々
木
雅
美
　
石
黒
あ
ゆ
美

小
山
内
友
美
　
佐
々
木
千
明
　
菱
沼
い
ず
み

松
田
浩
美
　
三
浦
耕
平
　
井
上
亜
由
美

坂
本
奈
津
子
　
千
葉
秀
美
　
嶺
岸
里
美

渡
部
尚
子
　
大
谷
部
美
香
　
岡
崎
由
梨

小
林
篤
郎
　
齋
藤
明
香
　
髙
橋
朋
恵

細
川
抄
子
　
遠
藤
め
ぐ
み

 

大
学
院
心
理
学
専
攻

秋
保
慎
太
郎
　
丹
野
志
保
子
　
長
濱
加
那
子

 

大
学
院
健
康
栄
養
科
学
専
攻

千
葉
さ
や
か

 

短
期
大
学
部
保
育
科

中
川
知
美
　
中
里
麻
美
　
加
藤
晶
子

佐
々
木
し
ほ
　
鹿
野
真
美
　
日
下
さ
つ
き

佐
藤
美
緒
　
髙
橋
聡
美
　
松
尾
祐
理

伊
藤
千
恵
　
菊
池
美
南
　
島
影
怜
奈

沼
澤
千
広
　
安
倍
祥
子
　
大
橋
歩
佳

小
野
寺
友
里
　
佐
々
木
瞳
　
東
海
林
寿
美

芝
原
安
希
　
楢
舘
百
世
　
山
形
佳
世

小
野
雪
香
　
五
嶋
綾
佳
　
宍
戸
華
菜
恵

谷
藤
未
希
　
松
岡
真
美
　
石
黑
絵
美

遠
藤
香
織
　
長
利
美
音
　
小
宮
山
智
恵

日
野
由
美
子
　
笠
原
歩
美
　
鹿
野
よ
し
え

藤
本
麻
美
　
宮
本
麻
衣
子
　
渡
邉
知
美

山
本
洋
子
　
加
藤
早
紀

 

短
期
大
学
部
保
育
科
専
攻
科

塚
野
志
保
子

 

高
等
学
科

阿
部
久
瑠
美
　
植
田
奈
央
　
小
野
文
子

葛
西
七
映
　
橘
川
沙
弥
　
沓
沢
早
織

蔵
本
真
子
　
近
藤
里
穂
　
髙
橋
詩
織

深
見
千
夏
　
本
堂
詩
織
　
横
岡
侑

加
藤
紀
子
　
佐
藤
歩
　
佐
藤
千
尋

佐
野
華
奈
絵
　
庄
司
美
咲
　
中
島
美
和
子

三
浦
あ
ず
さ
　
渡
部
寛
子
　
安
住
美
佳

加
藤
早
織
　
加
藤
怜
子
　
川
添
早
甫
子

菊
地
恵
美
　
来
栖
花
　
小
出
加
奈
子

佐
藤
可
菜
　
佐
野
絵
理
香
　
武
田
彩
花

廣
瀬
優
佳
　
吉
田
元
子
　
阿
部
好
恵

今
村
仁
美
　
小
松
真
麻
　
佐
藤
彩
香

下
道
あ
ゆ
み
　
柴
田
ゆ
り
か
　
髙
木
奈
生
子

髙
橋
栞
　
坪
谷
香
名
子
　
堀
岡
奈
々

森
村
早
紀
　
師
岡
久
香
　
渥
美
芽
生

岩
田
祥
子
　
菊
地
郁
　
黒
崎
莉
絵

小
原
冴
貴
　
金
野
あ
ゆ
み
　
庄
子
理
紗

髙
橋
彩
季
　
髙
橋
都
生
子
　
立
花
生
成

丹
野
絵
里
子
　
丹
羽
博
美
　
宮
脇
智
子

守
あ
ゆ
み
　
伊
藤
亜
沙
美
　
遠
藤
倫
実

菅
野
み
ゆ
き
　
齋
野
あ
り
さ
　
寺
川
聡
美

早
坂
し
お
り
　
本
郷
智
子
　
松
井
温
美

横
尾
綾
美
　
阿
部
美
里
　
氏
家
早
也
佳

斎
藤
有
莉
　
佐
々
木
萌
衣
　
白
江
ち
な
み

鈴
木
美
菜
　
髙
野
薫
　
丸
山
仁
美

　 

後
藤
美
代
子
　
築
館
み
ち
こ

 

正
会
員

● 

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　 

亀
岡
宏
子
　
三
浦
尚
美

● 

金
五
、〇
〇
〇
円

　 

佐
々
木
仁
子
　
松
尾
美
保
子
　
村
田
敏
江

　 

井
口
美
恵
　
近
江
節
子

● 

金
四
、〇
〇
〇
円

　 

髙
橋
知
子
　
菊
田
弘
子
　
長
池
秀
子

● 

金
三
、〇
〇
〇
円

　 

後
藤
り
ん
　
清
水
美
智
子
　
佐
野
明
子

　 

遠
藤
裕
子
　
鈴
木
恵
里
子
　
押
永
稚
耶
子

　 

若
松
佑
子
　
岩
渕
由
美
　
小
林
悠
子

　 

中
目
ひ
ろ
子
　
岸
川
嘉
惠
　
小
山
内
ま
り

● 

金
二
、〇
〇
〇
円

　 

三
浦
充
子
　
鈴
木
優
子
　
佐
藤
尚
子

　 

関
根
礼
子
　
嶺
岸
久
子
　
平
塚
ヤ
ス
子

　 

齊
藤
直
美
　
稲
村
美
帆
　
宍
戸
素
子

　 

岡
崎
美
砂
　
澤
竹
ま
つ
子
　
佐
々
木
征
恵

　 

山
田
と
き
子
　
鈴
木
み
ゆ
き
　
鈴
木
道
子

　 

千
葉
シ
ン
　
藤
田
純
子
　
三
戸
部
英
子

　 

加
藤
和
子
　
野
上
弥
生
　
岡
崎
美
江
子

　 

勝
山
榮
子
　
加
藤
宏
子
　
石
川
満
子

　 

沢
村
國
子
　
池
田
世
子
　
堀
内
紀
子

　 

藤
川
み
き
子
　
金
須
た
ま
　
菅
田
時
子

　 

堀
米
伯
江
　
鈴
木
昭
子
　
坂
田
美
奈
子

　 

大
内
喜
美
枝
　
八
田
さ
と
子
　
永
瀬
宮
子

　 

平
田
チ
ヱ
子
　
駒
井
ま
さ
子

　 

渡
辺
富
寿
子
　
真
中
澄
穂
　
豊
島
慶
子

　 

大
黒
邦
子
　
大
槻
千
春
　
齋
洋
子

　 

小
原
ふ
き
　
添
田
紀
子
　
柿
崎
千
恵

　 

小
澤
惠
子
　
吉
田
朋
子
　
山
本
佐
知
子

　 

大
友
芳
子
　
飛
田
彩
香
　
立
沢
千
恵
子

　 

福
田
勝
子
　
朝
長
ス
ミ
ヱ
　
橋
本
　
子

　 

佐
藤
了
子
　
菅
原
眞
美
子
　
秋
山
妙
子

　 

小
野
す
ゑ
の
　
阿
部
嘉
久
　
道
又
百
合
子

　 

瀬
谷
幸
子
　
吉
田
恵
子
　
相
原
の
ぶ

　 

堀
口
睦
子
　
本
堂
冨
貴
子
　
佐
々
木
え
つ
子

　 

遊
佐
ひ
で
よ
　
安
達
順
子
　
小
山
峯
子

　 

大
内
よ
し
　
高
橋
千
穂
子
　
結
城
梨
恵

　 

鈴
木
由
紀
子
　
鯉
渕
芳
子
　
清
野
泰
子

　 

堀
内
紀
子

今
回
の
ご
芳
名
は
（
11
月
１
日
〜
３
月
31
日
ま
で
）同
窓
会
・
後
援
会
受
付
分
の
掲
載
で
す
。現
在
、尚
絅
学
院
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

建
設
整
備
事
業
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
役
員
は
じ
め
、会
員
の
有
志
が
参

加
し
、高
校
2
5
3
名
、大
学
2
1
9
名
、短

大
1
6
9
名
の
今
年
度
卒
業
生
同
窓
会
入

会
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

皆
様
に
よ
り
近
い
同
窓
会
と
し
て
の
歩
み

を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
お
願
い
】住
所
変
更
・

氏
名
変
更
等
あ
っ
た
場

合
、情
報
を
同
窓
会
へ

お
知
ら
せ
頂
く
様
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
創
立
者
ブ
ゼ
ル
先
生
を
偲
び
北
山
霊
園

に
て
墓
前
礼
拝
を
守
っ
て
お
り
ま
す
。お
誕

生
日
の
８
月
３
日
か
ら「
八
三
会
」と
名
称

致
し
ま
し
た
。

○
日
時
　
８
月
３
日（
月
）

　
午
前
10
時
半
よ
り

○
場
所
　
輪
王
寺
内
北
山
霊
園

2
0
0
8
年
度

同
窓
会
入
会
式

吉
野
作
造
記
念
館
を

訪
ね
て

　
３
月
24
日（
火
）同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
吉

野
作
造
記
念
館
を
訪
ね
ま
し
た
。吉
野
が
残

し
た
書
籍
や
、そ
の
時
代
の
貴
重
な
写
真
か

ら
は
、民
本
主
義
実
現
に
努
力
し
た
生
涯
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、吉
野
の

思
想
の
原
点
は
ミ
ス
・
ブ
ゼ
ル
の
聖
書
研
究

会
で
あ
っ
た
こ
と
も
再
認
識
し
ま
し
た
。そ

こ
は
、尚
絅
の
卒
業
生
に
と
っ
て
吉
野
を
身

近
に
感
じ
た
空
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。館
長

の
田
中
様
に
は
不
意
の
私
共
を
館
長
室
に

案
内
頂
き
、吉
野
逸
話
を
楽
し
く
拝
聴
で
き

た
こ
と
な
ど
生
涯
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

                                 

（
佐
々
木
南
子
）

「
八
三
会
」の
ご
案
内

○
チ
ャ
ペ
ル
基
金
と
し
て

　（
団
体
）

　 

金
一
一
五
、八
八
五
円     

関
東
支
部
様

　 

金
四
六
、八
一
五
円

    

…
聖
書
に
親
し
む
会
代
表
千
葉
シ
ン
様

　（
個
人
）　

      

上
西
義
昭
様
　
宍
戸
朗
大
様
、

　
　
小
林
孝
男
様
　
東
義
也
様
、

      

佐
藤
玲
子
様
　
大
学
事
務
室
様

○
エ
ラ
オ
ー
基
金
と
し
て

　   

吉
田
恵
子
様
　


